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答
弁

産
業
観
光
課
長　

さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ト
か
ら
ア
ピ
ー
ル

し
、
本
気
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

工
芸
会
館
内
和
紙

工
房
の
充
実
を

質
問
多
く
の
和
紙
体

験
希
望
者
・
見

学
者
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
、
会
館
内
和
紙
工
房
・

資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
充

実
、入
館
料
の
無
料
化

に
つ
い
て
検
討
を

。

答
弁

産
業
観
光

課
長　

映

像
紹
介
、
和
紙
の
歴

史
解
説
等
を
行
な
う

観
光
案
内
員
を
置
き
、

和
紙
職
人
の
チ
ー
ム

分
け
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
、
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

工
房
面
積
増
は
考
え

質
問
総
合
運
動
場
の

多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
活
用
を
も
っ
と

推
進
で
き
な
い
か
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

利
用
率
は
高
い

ほ
う
が
よ
い
の
で
、
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

町
内
外
の
関
係

団
体
と
、
使
用
実
現
に
向

け
て
情
報
交
換
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

質
問
県
・
国
の
強
力

な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
仰
ぎ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
関
係
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル

を
よ
り
積
極
的
に
、
迅
速

に
行
な
う
べ
き
と
考
え
る

が
。

プ
は
研
究
し
て
い
き
た
い

で
す
。
遊
歩
道
に
関
し
て

は
、
地
域
の
活
用
状
況
を

踏
ま
え
て
県
へ
の
整
備
要

望
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。質

問
「
和
紙
マ
ラ
ソ

ン
」「
仙
覚
万

葉
ウ
オ
ー
ク
」
に
続
き
、

「（
仮
）
小
川
和
紙
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
」
を
考
え

て
み
て
は
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

ご
提
案
ど
お
り

の
も
の
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
和
紙
関
連
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
行

事
は
考
え
た
い
で
す
。

質
問
細
川
紙
の
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化

遺
産
登
録
決
定
は
、
和
紙

手
漉
き
技
術
が
世
界
的
に

評
価
さ
れ
た
あ
か
し
で
あ

る
。
町
の
活
性
化
・
和
紙

関
係
者
や
後
継
者
の
励
み

に
も
な
り
、
大
き
な
目
標

に
も
な
る
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
和
紙
の

使
用
実
現
は
。

質
問
「
ほ
ほ
ほ
隊
」

●★
の
活
動
と

今
後
の
展
開
は
。
ま
た
、

町
民
が
普
段
行
な
っ
て
い

る
散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
情
報
を
共
有

し
、「（
仮
）安
全
安
心
マ
ッ

プ
」
を
つ
く
り
提
供
し
て

は
。
あ
わ
せ
て
、
市
野
川

沿
い
の
遊
歩
道
を
整
備
し

町
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

し
て
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

他　

「
ほ
ほ
ほ

隊
」
は
町
内
全
４
地
域
に

あ
り
、
活
発
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
の
一
助
と
な
る
と

考
え
ま
す
の
で
、
支
援
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
マ
ッ

健康増進

健康長寿を推進する町を目指しては

町
の
活
性
化

細
川
紙
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
使
用
へ

本
気
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す

考えていきたいです

大戸久一議員

島﨑隆夫議員

て
い
ま
せ
ん
が
、
入
場
料

は
検
討
し
ま
す
。

質
問
旧
上
野
台
中
に

保
管
の
貴
重
な

和
紙
資
料
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
上
、
温
度
変

化
・
湿
気
面
等
で
傷
み
や

す
い
環
境
な
の
で
、
一
日

も
早
く
工
芸
会
館
内
に
展

示
し
、
来
館
者
に
見
て
も

ら
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
弁

生
涯
学
習
課
長　

３
１
５
９
の
タ

イ
ト
ル
、
５
８
２
２
点
の

膨
大
な
資
料
、
各
関
係
課

と
連
携
・
整
理
・
分
類
し
、

展
示
の
準
備
を
し
ま
す
。

とにかく一日も早く行動を

旧上野台中に保管してある
膨大な和紙資料の一部

堤防の散歩道の一例

小川町に期待すること
コスモ小川　恩

おん

田
だ

篤
あつ

義
よし

地域資源を活かした振興
下横田　大

おお

石
いし

正
まさ

人
と

　私は、冬季には山仕事をしている。

その中には杉・檜の間伐も含まれて

いる。しばし私は考える。間伐材を

山に置き去りにして、仕事で得たお金で

ガソリンスタンドに駆け込み灯油を購入して、給湯・

暖房として使用している。ブラックジョークではな

いかと……。

　薪ストーブや薪ボイラー を活用している仲間も

いる。私も何とかしたいと思い、調べてみると、薪・

ペレット・発電、さらには間伐材から改質ガスや水

素を取り出す技術等、バイオマス関連の情報は多く

ある。

　森林資源がある小川町で、身の丈に合ったバイオ

マスを含めた自然エネルギー関連事業が新たな雇用

を生み、地域のエネルギー自給率向上になるのでは。

家庭の中だけでなく、地域で適切な資源活用の取り

組みができたらよいなと思う。

　議会を含めて多くの人々の知恵を活かす時ではな

いだろうか。

　３月議会町長施政方針によると、

「町民との協働により魅力あるまち

づくりの実現」とあります。主とし

て３つの重点項目『地域の活力向上・安心安全の創造・

子育て支援と健康増進』を挙げておりますが、さら

に「選択と集中」を願いたいものです。

　私は、製紙業を営み、３人の子を持つ子育て世代

でもあります。事業主は、皆連帯して社の責任を負

います。経費削減や創意工夫がなければ今日も明日

もありません。「時代を知り、時代に乗ること」が生

き残る術だと感じております。現在共働きが常であ

る状況下、行政が手厚い子育て支援に積極的に介入

し、人口増加や地域活性につながることは、全国的

にも実証されています。

　子を育て、人を育て、社を育て、地域・国へと結

びつく。小川町がどこから第一歩を踏み出す選択を

するのか期待しています。

いつまでも、お元気で、健康で、
長生きしてください

●★「ほほほ隊」とは
“歩いて健康！　ひろげようウ
オーキング！”　一緒に歩こう

「ほほほ隊」を合い言葉に発足さ
れ、健康増進のためのウオーキ
ングを行なっています。

燃料として廃材（木材）・ペーパーログ（新聞紙・
コピー用紙）などを使用するボイラシステムです。

４月１日現在の入館料は大人
300 円、小中学生 150 円です。

すたむちゃんのひと口メモ


